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Spoke空洞(設計JAEA) 

設計を最適化 

(遺伝的アルゴリズム) 
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Multipactor 

1-point multipactor 

2-point multipactor 

T. Kubo et al., in proceedings of PASJ2014, Aomori, Japan (2014) 

設計の詳細（角の丸み等）については、まだ自由
度がある。 

→ multipactor (MP)を低減できる設計を追及。 
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Model4 (R=20mm) 

Model 4 

9.9 MV/m 

Model 4 

7.3 MV/m 

Model 4 

5.1 MV/m 
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前回までの主な結果 

Model 9 (R=35mm) 

が良さそう 
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前回の全体会議資料（原子力機構 p.3） 

ポートを付けても、multipactorの計算に 

影響しないことを確かめる 
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※BCP: Buffered Chemical Polishing 

ニオブ表面を硝酸で酸化させ、フッ化水素
酸で酸化膜を取り除くことで表面を研磨す
る方法。硝酸・フッ化水素酸・リン酸（緩衝
剤）の混合液を用いる。 

前回からの進展 
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ポートを付けて再計算 第10回全体会議@KEK 

第9回全体会議資料（原子力機構 p.3） 
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Source 1  
MP 

Source 2  MPなし 
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Source 4  

Source 3  MPなし 

MP@corner 
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Source 1  
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ポートの影響は殆ど見られない 

ポート無し 

ポートあり 

(source1) 

ポートあり 

(source4) 

MP発生せず 

MP発生せず 



第10回全体会議@KEK まとめ 

• ポートを付けたモデルで再びmultipactorの
simulationを行った。 

 

• （これまでのところ）ポートの有無の影響は非常
に小さそう。 

 

• （これまでのところ）ポートを付けたことで新たな
multipactorは発生していない 

 

• 今後、更にsourceの位置を変えながらポートの
影響を評価する。 


